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「「「「自分自分自分自分のののの気持気持気持気持ちちちち至上主義者至上主義者至上主義者至上主義者」」」」のののの言言言言いいいい分分分分 

１１１１．．．．私私私私はははは何何何何をしてきたのかをしてきたのかをしてきたのかをしてきたのか、、、、何何何何をしているのかというをしているのかというをしているのかというをしているのかという分析分析分析分析    

「自分を肯定してくれないなら関係を切ってしまえなんて、何様のつもりだと思う」と

いう指摘があった。そこで考えてみたのだが、思うに、私は法であり裁判官である。法と

は自分の気持ちであるため、「自分の気持ち至上主義者」であるといってもよい。私の気持

ちを害することはルール違反であり、すなわち罪なのだ。ゆえに、友人が盗難したから法

で罰してくれと言うのは、別に飛躍ではない。一緒にいた友人であればこそ、「私の気持ち

を害さない」というルールを破り、「裏切った」罪は大きい。さらに妄想をたくましくすれ

ば、「私の気持ちを害した」奴なら、盗難をしても不思議はないという発想が見てとれる。 

「自分の気持ち至上主義者」の特徴は、高すぎるプライドと弱すぎる自我を抱えている

ことである。彼らの自己肯定は、その都度その場面の空気や気持ちに沿って行われる。つ

まり、その時点での内発的衝動や欲求に基づいて行動できたことが、自己肯定につながる

のだ。ゆえに、自分に刺激を与えてくれるもの（何らかの感情を引き起こすもの）を常に

求めている。誤解を恐れず言えば、いじめすらそうした刺激の一つである。結果、彼らの

自我は、刺激してくれる人や物に依存した、偶発的で、きわめて不安定で脆弱なものとな

る。かつ、彼らは「本当の自分」への期待値が高いため、現状の自分に満足することは、

己のプライドが許さない。よって自己肯定感はより薄くなり、｢本当の私はこんなものじゃ

ない」、「私だけにできることがあるはずなのに」、「周りはわかってくれない」と苦しむこ

とになる。もし、ここで「あるがままでいいんだよ」という言葉に、完全な救いを見出す

ことができれば幸せである。けれどたいていの場合、高すぎるプライドが特別扱いを要求

するため、その言葉をそのままうけいれることはできない。かくして「あるがままでいる

私の内に、秀でたところも素敵なところもあるはず」と読み替えられてしまうのである。 

ところで、「自分の気持ち至上主義者」の求める「本当の自分」とは何であるか。ここで

自分とは、他人とは違う個性の持ち主のことだ。外界と関わる自分の、その内側にある純

粋な個性こそが「本当」ということになる。急いで注意しなければならないのが、「純粋」

の意味である。カントが言う「純粋」は、自らの感覚や経験が一切混じっていないことを

指すが、「自分の気持ち至上主義者」の言う「純粋」はむしろ真逆で、その場の自分の気持

ちが１００％であることを意味する。自分を囲いこみ、内なる個性の純度を高めることで、

「本当の自分」を見出そうとするのである。 

サンデルの授業について檜垣先生が、「筑波の学生さんは、こういう風に当たり前の意見

を言わないで、あえて奇抜なことを言おうとするよね」と話していたこと。また、「人に、

よく変わっていると言われます」と自己紹介する若者たち。どちらも身に覚えがある私と

しては、これらも「本当の自分」思考に根ざしている気がしてしまう。つまり、「本当の（純



粋な）自分は、『普通（他の人）』と違うはずなのだから、変わっていると演出しなければ

いけない」という考えが見え隠れしているようなのだ。この発想は、視点がとても内向き

で、誰もが違うことを感じ考えているはずだ、というところにまで思いがいたらない。 

また、同じく檜垣先生が、哲学通論で「最近の学生さんは、好きな本や音楽はそれぞれ

違っていても、一皮むくと同じような気がしてしまう」と、(私も含めた)リアクションペー

パーに対してコメントしていた。先生がそう感じた理由も上記のようなものではないか。

つまり、特別な自分を演出しようと、本や音楽などは他者と違うものを好もうとする。と

はいえ、そうした違いなどたかが知れているうえに、たいていマスコミに踊らされている。

そして肝心の、「本当の自分」あるいは個性だが、内側に閉じこもり他者と関わらないこと

でそれを確保してきたので、自分の個性のどこがどのように他者と違うのか、わかるはず

がない。内側に抱えているだけではみんな似たようなもので、他者との差異は、表現と反

応によりあらわになるということだ。 

２２２２．．．．「「「「自分自分自分自分のののの気持気持気持気持ちちちち至上至上至上至上主義者主義者主義者主義者」」」」のののの行行行行きききき詰詰詰詰まりまりまりまり    

上で確認したように、感情とは引き起こされるものなので、自分の気持ちを他者と切り

離すことはできない。しかも、他者との比較で「特別」な個性を確認したいため、弱すぎ

る自我は、自らを支える人間関係を必要とする。しかし同時に、異質な他者は、自分の純

粋さを阻害するものでしかない。この矛盾を解消するコミュニケーション法の一つが、「キ

ャラ付け」である。これは、異質な他者へのいわばラベル貼りで、そうすることで、異質

なものと対面する負荷を下げることができる。それでも対応できなくなれば、いわば相手

を異物とみなし関係を絶ってしまえばよい。それが、「自分は自分他人は他人」の行き着く

ところである。つまり、自分で退路をたっているのだ。 

さらにキャラ付けは、自らをより追い込むものである。空気を正しく読み、自分のキャ

ラに合った言動を常にしなくてはならないなら、自然、外キャラは演技となり、内なる純

粋な自分、すなわち「本当の自分」に救いを求めるしかない。そしてますます思いと言葉

は一致しなくなっていく。まさしく悪循環である。 

しかも、「本当の自分」は救いになりえない。それを求めようとする限り、高すぎるプラ

イドが自分のみを特別とするため、他者に価値を見出せない。そうした低価値な他者によ

る承認では、自己肯定感も薄い。また、現状の自分に納得がいかず、自尊心も育たない。 

３３３３．．．．唯一唯一唯一唯一のののの解決策解決策解決策解決策であるであるであるである対話対話対話対話とそのとそのとそのとその実践実践実践実践をををを阻阻阻阻むものむものむものむもの    

こうした「自分の気持ち至上主義者」の行き詰まりの唯一の解決策が対話である。対話

により、自分の内容や個性だと思っていたものやキャラが否定されても、居場所がまだあ

ると知ることができる。「こういうキャラだから」「こういうことが言えるから」居場所が

あるのではないという、無条件の自己肯定感を得るには、やはり対話しかないだろう。ま

た対話を通して表現と反応が繰り返され、他者との差異も見えてくる。それはかつて渇望

していた個性ではないが、自分にとって大切なものであることにかわりはない。 

ただ、「自分の気持ち至上主義者」は考える。対話における「相手が思っていることなん



て聞かなければわからない」や「自分の思っていることがどう思われるかなんて、言って

みなければわからない」のような、ある意味気楽な態度は、相手の気持ちに無神経であり、

相手の言葉をつぶすものとならないか。「言わない・言えないあなたが悪い。それは同意で

ある」が基本姿勢でも、「言わない・言えないあなた」の切捨てにならないように気をつけ

ねばならないだろうと思う。 

 この煮え切らなさは、別の箇所にも現れている。「心の中でただ思っているだけというの

は卑怯である」とまで言っておきながら、「私をさえぎってくれると信じて話を進めますね」

という前置きを用意しているのだ。本当に卑怯だと思っているのなら、周りの人を信じて

とっととズバッと話し始めればいいのに、それができない。なぜなのだろうか。 

おそらく私は、「人を傷つけたくない、傷つきたくない」と、どうしようもなく願ってし

まうのだ。そして対話は、人を(自分も含め)、確実に傷つけるものであると思っている。し

かし同時に、何が人を傷つけるかは、対話をして相手に確かめてみないとわからない、と

も知っている。けれど確かめることで、相手を傷つけ自分も傷つくことが嫌なのだ。この

葛藤とどう向き合えばいいのか。それとも結局、「自分の気持ち至上主義者」には、対話は

できないのだろうか。 

４４４４．．．．｢｢｢｢自分自分自分自分のののの気持気持気持気持ちちちち至上主義者至上主義者至上主義者至上主義者｣｣｣｣ののののジレンマジレンマジレンマジレンマ解決解決解決解決    

 自尊心を獲得できないようなコミュニケーションをとることで、「自分の気持ち至上主義

者」は行き詰まっていた。しかし、「ともかく傷つくのは嫌だ」と主張するくらいに自分の

ことを愛しくかわいく思えるのなら、それはもうある意味自尊心ではないか。対話で獲得

されるような自尊心とは違い、ひどく薄っぺらなものではあるが、一応自尊心と言えない

こともないだろう。「自分の気持ち至上主義者」はこれでは満足できないのだろうか。なぜ

彼らを救う唯一の方法が対話なのだろうか。 

 ここでもう一度、「自分の気持ち至上主義者」の特徴をおさえておきたい。彼らは、キャ

ラとしてならともかく、独我論者にはなりえなかった。独我論者の基本は自己完結である

が、「自分の気持ち至上主義者」は、自分で「充足している」と感じられることはもちろん

として、客観的にもそう思われたいし、そのことを確かめずにはいられないのだ。ここか

ら見えるのは、やはり弱さである。プライドや自意識は肥大化しているのに、それを抱え

られるだけの力がないのだ。また、「自分の気持ち至上主義者」は、原理上、自分の気持ち

を触発してかつ、その場の空気をともに作り上げる他者がどうしても必要である。 

 ならば、脆弱な自我にプライドを抱えられるだけの体力を与え、他者の承認が価値ある

ものであると思えるような営み、すなわち対話が、やはり「自分の気持ち至上主義者」の

行き詰まり解決のための、唯一の道である。 

では、どのようにしてジレンマを解決していけばいいのか。まず、「自分の気持ち至上主

義者」が対話をしようとするときに、一番のネックとなっている言葉｢無神経｣が、対話側

には存在しないということをおさえるべきだろう。対話という違う営みを試みるのだから、

「傷つくか・傷つかないか」という「自分の気持ち至上主義者」側のものさしをもちこん



ではならない。どこかで思い切らなければいけないだろう。次に、「（傷つけない・傷つか

ないために）空気を読まなければならない」という根本命題が、単なる「自分の気持ち至

上主義者」の前提に過ぎないと知り、しかもその前提が、対話においては、「気持ちは回復

できるもの」なので、合意される前提ではないと知ることである。そして最後に、自分の

感じ方に基づいた前提が合意されなくとも、それは自分が空っぽになるわけではないと理

解することだ。自分の前提が合意されないということは、当然相手の前提も自分のものと

違うということである。そこで、新たな前提を、対話を通して作っていけばいいのだ。納

得できるそれを作れたことは、自我が、プライドを支えられるほどの体力持つために役立

ち、安心感を伴った自己肯定感へとつながるだろう。 
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